
レース報告書 

 

［１］ 大会名                                  

世界トライアスロン選手意見アブダビ大会２０２２ 

 

［２］ 開催日 2022年 11月２３～２６日（木～土）  

［３］  開催地 アラブ首長国連邦 アブダビ  

［４］ 競技情報 ①11 月 23日（木）スーパースプリント スイム 400ｍ、バイク１0km、ラン２km 

     ②11月 26日（土）スタンダードディスタンス スイム 1.5㎞、バイク 40㎞、ラン 10㎞    

［５］ 大会結果 ①スーパースプリン ト第 5位  

②スタンダードディスタンス 第 3位  

【感想と想い】 

やりました！世界の表彰台に立つのに 30年かかりました！ 

 

 今回出発前から「世界一になる夢に挑戦してくる」と多くの支援を受け、その方たちの想いとお名前を日の

丸に刻み一緒に世界大会のフィニッシュゲートをくぐる・・・その企画を実行しました。今考えれば自らとてつも

ない重圧をかけていると思えるのですが、メンタルトレーナーとして多くの人を救う将来も準備しているため、

その前に自らで最高の舞台でそのスキルを試しました。技術的なアイコントロールから心意的な言葉使いや、

考え方、これは SNSでも発信していた、とにかく「ついている」「運が向いてきた」など繰り返し使いました。 

まさに今回の遠征ホテルの部屋番号が７７７だったり、レースナンバーが１１１だったり、その都度運が向いてく

る形に巡り合っていくのです。結局委縮することなくレース中も世界チャンピオンに食らいついている場面が

ありました。今考えてもぞくぞくする、わくわくする場面でした。その時はとてもきついのですが、このシーン

の残像は今後の宝になると心に刻んでいます。 

今までは挑戦もしていなかったメインレース 2日前に開催されるスーパースプリントという競技ですが、こ

れはスタンダードの約 4分の 1の距離で、要するにフルスロットルの競技です。ですからゴール後はぶっ倒れて

いました。ここで世界の 5番目でした。過去私の世界順位は 5という数字があり、それとならんだことにはな

りました。この辺りでまず良い方向へ気持ちを運べる原因造りが出来たと思っています。挑戦が生んだ賜物

でしょう。そのレースのスタート会場へ行くときにバスが全く違う 40分先の隣町のプールへ行ってしまい、対

応した妻が自分のせいだと涙ぐんでしまうこともありました。焦りましたがメンタルの方向付けをする大切な

場面と判断できました。「大丈夫！」と言葉に出し妻を慰めることができその結果の 5位。 

続いてこの順位が世界の順位になるいわゆる本番もよいメンタル状態だったことをうかがえます。マイナ

スな面をよぎらせていないのです。ウエットスーツ着用不可（水温が熱すぎる）で体脂肪のない私には不利に

なるのですが、そんなことは思いもしなく、ただ正々堂々と戦うことだけに徹していました。無心というので

しょうか、本気というのでしょうか… 



バイクの時も世界を相手にレースが出来ている感覚はありました。バイク終了が 5位。そこから前の距離は

わかりませんでしたが最後の 2㎞でスピードアップし 2人抜き 3位でフィニッシュ！日の丸を掲げながら…や

ったんだな～と最高でした。 

最高到達点ではないのですが、今冷静になれば、これでまたわくわくできる競技生活が続けられる喜びに

満ちています。いろいろありましたが本当に 30年かけてここまでこれたんだと思えるのです。一人では来る

ことはできなかった道のり、支えあり、頼り、だからその人たちのためにと想え、どんなこがあっても自分の生

きる道だと踏ん張れたのだと思います。そして信じていたものを証明できました。 

今回のレースは 100点満点ではなくレース中まだまだここは…との場面もありました。最後のランでも今シ

ーズンはずっと足を痛めていた時に使っていたいわゆる厚底シューズが、かえって足が出来た今は不安定を

感じ力が抜ける感覚がありました。ミズノのシューズを履くべきだったと…笑）これは物理的機材的な伸びし

ろ部分になります。調子のよい時とそうでないときの使い分け、そして挑戦だと思いました。 

とても多くの糧を得ることができた世界遠征でした。本当にありがとうございました。 

世界一の夢が目標に変わりました！ 今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 

                    プロマインドトライアスリート 福元テツロー 

 

 

 

 

 



 



 


